
 

 

 

    

第
二
百
八
回
国
会
に
お
け
る
山
際
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
経
済
財
政
政
策
）
の
経
済
演
説 

    

  

令
和
四
年
一
月
十
七
日





 

 

一
．
は
じ
め
に 

 
経
済
財
政
政
策
担
当
大
臣
と
し
て
、
我
が
国
経
済
の
現
状
と
課
題
、
政
策
運
営
の
基
本
的
考
え
方
に
つ
い
て
、
所
信
を
申
し

述
べ
ま
す
。 

 

二
．
当
面
の
経
済
財
政
運
営
に
つ
い
て 

 

こ
の
二
年
間
、
世
界
経
済
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
続
け
て
き
ま
し
た
。
今
も
ま
た
、
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
の
世
界
的
な
感
染
拡
大
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
緊
張
感
を
持
っ
て
そ
の
動
向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
予
防
、
検
査
、
早
期

治
療
の
枠
組
み
を
一
層
強
化
し
、
万
全
の
体
制
を
と
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

我
が
国
経
済
に
つ
い
て
は
、
一
昨
年
来
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
厳
し
い
状
況
か
ら
徐
々
に
回
復
し
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、
対
面
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
に
感
染
症
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
業
種
、
そ
こ
で
働
く
方
々
、
あ
る
い
は
休
業
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
方
々
な
ど
、
国
民
生
活
や
経
済
へ
の
影
響
は
依
然
と
し
て
続
い
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
方
々

を
全
力
で
お
支
え
し
、
経
済
活
動
の
再
開
・
拡
大
に
向
け
た
基
盤
を
整
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
傷
つ
い
た
日
本
経
済
を
一
日

も
早
く
立
て
直
す
。
あ
わ
せ
て
、
感
染
状
況
に
つ
い
て
最
悪
の
事
態
を
想
定
し
て
、
医
療
提
供
体
制
の
強
化
や
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
促
進
、
治
療
薬
の
確
保
に
万
全
を
期
し
、
経
済
社
会
活
動
を
極
力
継
続
で
き
る
環
境
を
作
り
、
安
全
・
安
心
を
確
保
し
て
ま

一 



 

い
り
ま
す
。 

ま
た
、
世
界
的
に
生
じ
て
い
る
半
導
体
不
足
等
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
通
じ
た
供
給
制
約
、
原
油
な
ど
の

資
源
・
原
材
料
価
格
の
世
界
的
な
高
騰
な
ど
、
我
が
国
経
済
を
取
り
巻
く
環
境
に
は
多
く
の
下
振
れ
リ
ス
ク
が
存
在
し
て
い

ま
す
。
内
外
経
済
の
動
向
を
常
に
注
視
し
、
感
染
症
に
よ
る
影
響
や
金
融
資
本
市
場
の
予
期
せ
ぬ
変
動
等
の
影
響
に
も
十
分

な
目
配
り
を
行
い
な
が
ら
、
万
全
の
経
済
財
政
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

（
経
済
対
策
、
財
政
健
全
化
） 

 

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
昨
年
十
一
月
、
財
政
支
出
五
十
五
・
七
兆
円
に
の
ぼ
る
「
コ
ロ
ナ
克
服
・
新
時
代
開
拓
の
た
め
の
経

済
対
策
」
を
閣
議
決
定
し
、
十
二
月
に
は
そ
の
裏
付
け
と
な
る
令
和
三
年
度
補
正
予
算
が
国
会
で
成
立
い
た
し
ま
し
た
。
医
療

提
供
体
制
の
強
化
を
は
じ
め
と
す
る
感
染
症
対
策
の
強
化
や
、
厳
し
い
状
況
に
あ
る
事
業
者
や
生
活
に
お
困
り
の
方
々
へ
の

万
全
の
支
援
、
安
全
・
安
心
を
確
保
し
た
上
で
の
経
済
社
会
活
動
の
再
開
と
い
っ
た
コ
ロ
ナ
対
応
と
同
時
に
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
経
済
社
会
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
、
成
長
戦
略
と
分
配
戦
略
を
車
の
両
輪
に
し
た
「
成
長
と
分
配
の
好

循
環
」
を
起
動
さ
せ
る
未
来
志
向
の
経
済
対
策
と
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
経
済
対
策
の
効
果
を
よ
り
早
く
、
よ
り
多
く
の
人
々
に
お
届
け
で
き
る
よ
う
、
地
方
や
現
場
の
声
を
き
め
細
か
く
聞

二 



 

 

き
な
が
ら
、
円
滑
か
つ
着
実
に
実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。
令
和
三
年
度
補
正
予
算
と
令
和
四
年
度
本
予
算
を
切
れ
目
な
く
、

「
十
六
か
月
予
算
」
の
執
行
を
通
じ
た
万
全
の
経
済
財
政
運
営
に
よ
り
、
実
質
経
済
成
長
率
は
今
年
度
に
二
・
六
％
程
度
、
来

年
度
に
三
・
二
％
程
度
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
来
年
度
に
は
過
去
最
高
と
な
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。
我
が
国
経

済
を
一
日
も
早
く
民
需
主
導
の
自
律
的
な
成
長
軌
道
に
乗
せ
、
デ
フ
レ
脱
却
・
経
済
再
生
が
実
現
で
き
る
よ
う
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

危
機
に
対
す
る
必
要
な
財
政
支
出
は

躊
躇

ち
ゅ
う
ち
ょ

な
く
行
い
、
万
全
を
期
し
ま
す
。
経
済
あ
っ
て
の
財
政
で
す
。
経
済
を
立
て
直

し
、
そ
し
て
、
財
政
健
全
化
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、「
新
経
済
・
財
政
再
生
計
画
改
革
工
程
表
」
の
着
実
な
実
行

や
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
政
策
立
案
に
よ
り
、
適
切
か
つ
効
果
的
な
支
出
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

三
．
新
し
い
資
本
主
義
、
成
長
と
分
配
の
好
循
環
に
向
け
た
取
組 

 

日
本
経
済
を
成
長
軌
道
に
乗
せ
た
上
で
、
岸
田
政
権
が
目
指
す
「
新
し
い
資
本
主
義
」
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。「
新
し
い

資
本
主
義
」
は
、
健
全
な
民
主
主
義
の
中
核
で
あ
る
中
間
層
を
守
り
、
気
候
変
動
な
ど
の
地
球
規
模
の
課
題
に
対
応
し
つ
つ
、

力
強
く
成
長
す
る
経
済
社
会
へ
の
変
革
を
目
指
す
も
の
で
す
。
こ
の
変
革
に
向
け
て
、
単
に
競
争
や
市
場
に
任
せ
る
の
で
は

な
く
、
官
と
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
、
成
長
と
分
配
の
好
循
環
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

三 



 

 
（
成
長
戦
略
） 

 

ま
ず
は
、
成
長
戦
略
で
す
。
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
気
候
変
動
問
題
へ
の
対
応
、
デ
ジ
タ
ル
、
経
済
安
全
保
障
を

柱
と
し
、
大
胆
な
投
資
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
際
、
政
府
、
民
間
企
業
、
大
学
等
、
地
域
社
会
、
国
民
・
生
活
者
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
重
要
で
す
。 

 

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
十
兆
円
規
模
の
大
学
フ
ァ
ン
ド
を
本
年
度
内
に
実
現
し
、
運
用
を
開
始
し
ま

す
。
ま
た
、
世
界
と
伍
す
る
研
究
大
学
に
求
め
ら
れ
る
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
や
外
部
資
金
確
保
の
強
化
な
ど
の
大
学
改
革
の
実

現
に
向
け
て
、
新
た
な
大
学
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
関
連
法
案
を
今
国
会
に
提
出
す
る
予
定
で
す
。
加
え
て
、
人
工
知
能
・

量
子
・
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
と
い
っ
た
最
先
端
の
科
学
技
術
の
開
発
力
を
強
化
し
ま
す
。 

気
候
変
動
問
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
み
な
ら
ず
、
需
要
側
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
設
備
投
資
な

ど
需
給
両
面
を
一
体
的
に
捉
え
て
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
を
作
り
ま
す
。 

 

デ
ジ
タ
ル
に
つ
い
て
は
、「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
」
の
実
現
に
向
け
て
、
自
動
配
送
や
自
動
運
転
、
ド
ロ
ー
ン
宅

配
、
テ
レ
ワ
ー
ク
と
い
っ
た
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
部
分
を
地
方
か
ら
実
装
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
自
動
配
送
サ
ー
ビ
ス
や
自
動
運
転

移
動
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
今
国
会
に
関
連
法
案
を
提
出
し
、
構
造
改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

四 



 

 

経
済
安
全
保
障
に
つ
い
て
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
靱
化
や
基
幹
イ
ン
フ
ラ
の
信
頼
性
確
保
な
ど
を
進
め
る
た
め
、

与
党
と
の
協
議
を
踏
ま
え
、
今
国
会
へ
の
新
た
な
法
案
の
提
出
を
目
指
し
、
経
済
安
全
保
障
の
確
立
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 （
分
配
戦
略
） 

 

次
に
、
分
配
戦
略
で
す
。
人
へ
の
分
配
は
「
コ
ス
ト
」
で
は
な
く
、
未
来
へ
の
「
投
資
」
で
す
。
官
と
民
が
、
と
も
に
役
割

を
果
た
す
こ
と
で
、
成
長
の
果
実
を
し
っ
か
り
と
分
配
し
、
消
費
を
喚
起
す
る
こ
と
で
、
次
の
成
長
に
つ
な
げ
ま
す
。 

 

ま
ず
は
、
国
が
率
先
し
て
、
看
護
・
介
護
・
保
育
・
幼
児
教
育
な
ど
の
現
場
で
働
く
方
々
の
給
与
を
引
き
上
げ
ま
す
。
そ
の

上
で
、
民
間
企
業
に
お
け
る
賃
上
げ
を
支
援
す
る
た
め
、
賃
上
げ
税
制
や
補
助
金
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
総
動
員
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
中
小
企
業
等
が
労
務
費
、
原
材
料
費
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
上
昇
分
を
適
切
に
転
嫁
で
き
る
よ
う
、「
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
価
値
創
造
の
た
め
の
転
嫁
円
滑
化
施
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
基
づ
く
取
組
を
進
め
る
な
ど
、
賃
上
げ
に

向
け
た
環
境
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

付
加
価
値
を
創
出
し
、
経
済
的
豊
か
さ
や
力
強
さ
を
も
た
ら
す
原
動
力
は
、「
人
」
で
す
。
人
へ
の
投
資
を
抜
本
的
に
強
化

す
る
た
め
、
三
年
間
で
四
千
億
円
規
模
の
施
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。 

春
に
は
、
新
し
い
資
本
主
義
実
現
会
議
に
お
い
て
、
全
体
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
、
そ
の
実
行
計
画
を
取
り
ま
と
め
ま

五 



 

す
。 

 

四
．
経
済
連
携
等
の
推
進 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
１１
等
経
済
連
携
の
強
化
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
我
が
国
は
こ
れ
ま
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
１１
協
定
等
の
経
済
連
携
協
定
の

推
進
を
通
じ
て
、
自
由
貿
易
の
旗
振
り
役
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
き
ま
し
た
。
日
本
は
昨
年
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
委
員

会
議
長
国
、
本
年
の
副
議
長
国
と
し
て
、
引
き
続
き
本
協
定
を
通
じ
た
自
由
貿
易
の
推
進
や
、
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
の
新
た
な
課

題
へ
の
対
処
に
お
い
て
、
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

昨
年
六
月
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
１１
と
し
て
初
め
て
、
英
国
の
加
入
手
続
の
開
始
を
決
定
し
ま
し
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
１１
は
、
自
由
で
公
正
な

二
十
一
世
紀
型
の
新
た
な
ル
ー
ル
を
確
立
す
る
も
の
で
あ
り
、
市
場
ア
ク
セ
ス
の
面
で
も
、
ル
ー
ル
の
面
で
も
高
い
レ
ベ
ル

の
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
は
、
英
国
の
加
入
作
業
部
会
の
議
長
の
立
場
で
、
手
続
が
協
定
の
高
い
レ
ベ
ル
を
維
持
し
つ

つ
進
む
よ
う
、
他
の
参
加
国
と
共
に
し
っ
か
り
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
の
加
入
に
関
心
を
示
し
て
い
る
エ
コ
ノ
ミ
ー

に
つ
い
て
も
、
協
定
の
高
い
レ
ベ
ル
を
満
た
す
用
意
が
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
見
極
め
て
ま
い
り

ま
す
。 

 

あ
わ
せ
て
、
成
長
戦
略
に
沿
っ
た
、
我
が
国
の
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
な
対
日
直
接
投
資
を
戦
略
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
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ま
す
。 

 

五
．
全
世
代
型
社
会
保
障
の
構
築 

子
供
か
ら
子
育
て
世
代
、
お
年
寄
り
ま
で
、
誰
も
が
安
心
で
き
る
全
世
代
型
の
社
会
保
障
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

先
ほ
ど
も
述
べ
た
、
看
護
・
介
護
・
保
育
・
幼
児
教
育
な
ど
の
現
場
で
働
く
方
々
の
給
与
の
引
上
げ
は
、
分
配
戦
略
と
し
て

も
最
優
先
の
課
題
で
す
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
民
間
部
門
に
お
け
る
春
闘
に
向
け
た
賃
上
げ
の
議
論
に
先
ん
じ
て
、
昨
年
十

一
月
に
閣
議
決
定
し
た
経
済
対
策
に
お
い
て
、
必
要
な
措
置
を
行
い
、
前
倒
し
で
引
上
げ
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
更

な
る
引
上
げ
に
向
け
て
、
昨
年
末
に
取
り
ま
と
め
て
い
た
だ
い
た
「
中
間
整
理
」
に
沿
っ
て
、
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

男
女
が
希
望
ど
お
り
に
働
け
る
社
会
や
社
会
保
障
に
よ
る
負
担
増
の
抑
制
を
目
指
し
て
、
女
性
の
就
労
の
制
約
と
な
っ
て

い
る
制
度
の
見
直
し
、
勤
労
者
皆
保
険
の
実
現
、
子
育
て
支
援
、
家
庭
介
護
の
負
担
軽
減
、
若
者
・
子
育
て
世
帯
の
負
担
増
を

抑
制
す
る
た
め
の
改
革
等
に
つ
い
て
、
全
世
代
型
社
会
保
障
構
築
会
議
に
お
い
て
議
論
を
進
め
、
取
組
を
前
に
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。 

 
 六

．
む
す
び 

七 



 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
い
う
厳
し
い
状
況
の
中
に
あ
っ
て
も
、
デ
ジ
タ
ル
、
グ
リ
ー
ン
、
人
工
知
能
、
量
子
、
バ

イ
オ
、
宇
宙
な
ど
新
し
い
時
代
の
種
が
芽
吹
き
始
め
て
い
ま
す
。
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
は
じ
め
と
す
る
私
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
や
意
識
も
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
こ
の
萌
芽
を
大
き
な
木
に
育
て
、
経
済
を
成
長
さ
せ
、
そ
の
果
実
を
分
配
政
策
に

よ
っ
て
し
っ
か
り
と
国
民
全
員
で
享
受
し
て
い
く
、
明
る
い
未
来
を
皆
様
と
共
に
築
い
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

国
民
の
皆
様
、
議
員
各
位
の
御
理
解
と
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

 
 

八 


